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北九州工業高等専門学校：SNW対話2020、基調講演-1

金氏 顯
（かねうじ あきら）

原子力学会シニアネットワーク連絡会
元三菱重工業代表取締役常務

原子力発電の基礎と安全確保について

令和２年1２月３日

（注）この講演と共に、下記の３つの資料も副読本としますので自習して下さい。
①資源エネルギ庁資料「日本のエネルギー2019、日本のエネルギーを知る10の質問」
②文科省「中高生の為の放射線教育副読本」
③河田東海夫「解決できる、トイレなきマンション問題」

北九州市小倉北区在住 メールアドレス：kaneuji@amber.plala.or.jp



2講師のプロフィール
【学歴】1962年小倉高校卒、 1968年九州大学動力機械工学修士

【企業歴】
■1968年三菱重工入社、1998年まで30年間、加圧水型軽水炉（PWR）23基の
基本設計、詳細設計、トラブル対策、APWR開発、原子力船むつ起動試験など
■1999年取締役・神戸造船所長、
■2001年代表取締役常務・機械事業本部長、台湾新幹線プロジェクト責任者、
2004年役員退任、特別顧問2012年退任。

【社会活動歴】
■2006年原子力学会シニアネットワーク連絡会（SNW）を設立し初代代表幹事、
全国大学・高専にて学生と対話会、大学非常勤講師、各地で講演、現在に至る。
■2010年北九州に里帰り、2012年北九州イノベーションギャラリー館長、2016
年退任。
■2012年に藤田哲也博士記念会入会、2020年会長

【現在】
エネルギー問題研究所・代表、日本原子力学会フェロー、SNW九州・副会長、
九州のエネルギーを考える会副会長、藤田哲也博士記念会会長など。
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ウランの同位体

◼ 原子番号92のウランは放射線を出す元素、

◼ 質量数235（中性子の数143）と、

◼ 質量数238（中性子の数146）の同位体がある。

235

Ｕ
238

Ｕ
►元素記号で表すとき質量数は左肩に付ける。

原子炉の中では主とし
てウラン235が核分裂を
する

原子番号が同じでも中性子の数の異なる原子がある。
これを同位体という。化学的性質は同じ

核分裂と放射線について
まずは原子力の基礎編
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ウラン235が核分裂した時に発
生する熱エネルギーにより蒸気
を発生し電気を作る

核分裂の結果、ウラン
235は2つのより小さい物
質になり、これが高レベル
放射線廃棄物となる

一部のウラン238は中性子を吸収し、
プルトニウム239になる。この一部は核
分裂し熱エネルギーを発生、一部が残
る。このプルトニウム239を再利用する
のが核燃料サイクルである。

ウラン235とプルトニウム239の核分裂

アインシュタインの特殊相対性理論
「質量がエネルギーに変換する。」

E＝ｍｃ２
E:熱エネルギー（cal=4.18J、
J=kgm2/s2)、ｍ：消失質量（ｇ）、
Ⅽ:光の速度=3×10８m/ｓ
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化石燃料に比べ極少量で同じエネルギーを出す

ウラン235の核分裂エネル
ギーは石油の200万倍、
石炭の250万～700万倍と
いう膨大なエネルギーを
発生



6「げんぱつ」と「げんばく」の違い

【出典：HP電気事業連合会 「原子力・エネルギー図面集」】

核分裂数が増加
しないよう制御

U235 がほぼ100％と多いの
で核分裂数が急激に増加

「げんぱつ」

「げんばく」



7

＜放射線＞ ＜放射性物質＞ ＜放射能＞

＜シーベルトとベクレルの違い＞
◇シーベルト（Sv）は人間が放射線を受けた時の影響を表す。
◇ベクレル（Bｑ）は放射性物質から発生する放射能の強さを表す。

放射線、放射性物質、放射能の違い
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呼吸による
空気中の
放射線

1.26

ミリシーベルト

インド・ケララ、イラン・ラムサールやブラジル・ガラパリは大地からの放射線量
が10ミリシーベルト以上あるが、健康影響は見られない。

1年間に自然界から受ける放射線被曝量

宇宙から
0.39

ミリシーベルト

大地から
0.48

ミリシーベルト

食物から
0.29

ミリシーベルト

体内に

体
外
か
ら

日本人は1年間に2.1ミリシーベルトの自然放射線と3.9ミリシーベルトの医
療放射線、合計6ミリシーベルトの放射線を受けている。

合計すると１年間に2.4ミリシーベルトの放射線を受けている。



9放射線の人体への影響

9

100ｍＳｖ

100～200ｍＳｖ
野菜不足

1000～2000ｍＳｖ
喫煙、飲酒3合以上/日
やせ過ぎ・肥満

放射線と生活
習慣の発がん
相対リスク
出典：（独）国立がん
研究センター調べ

200～500ｍＳｖ
運動不足
塩分取り過ぎ
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放射線利用は色々な分野で社会の役に立っている



11放射線は正しく怖がることが大事

◼ 自然界には放射線が満ちている

◼ 放射線は五感では分からないが、精度良く測
定できる。

◼ 人体への悪影響のあるレベルを超えない厳格
な管理をしている

◼ 放射線の性質（距離、遮蔽、時間）を活用して、
被曝防護が出来る

◼ 放射線は日常生活で利用され役に立っている

◼ 薬は適量で効果を発揮、度を越すと毒になる

放射線も同じ
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◆物質の核への探求
1895 ドイツ：レントゲン、物質を透過する能力を持つ「未知のもの」発見、X線と命名。
1898 ポーランド：マリー＆ピエールキュリー、放射性元素ポロニウム、

ラジウム発見、放射線を出す能力を「放射線」と命名
◆20世紀の新しい物理学
1905 ドイツ：アインシュタイン、特殊相対性理論発表、E=ｍC２

原子力の理論的基礎。
1935 湯川秀樹、中間子発見
1939 核分裂反応を発見

世界における原子力開発の歴史（１）

◆第2次大戦のさなかに欧州のユダヤ系科学者約100人
が自由の地を求めアメリカに亡命

1939 米国ルーズベルト大統領に、ナチスドイツが原子
爆弾を作る可能性あり、自国防衛のため原子爆弾
の研究開発を促す手紙にアインシュタイン署名

1942 アメリカ政府、極秘の原子爆弾開発「マンハッタン
計画」開始。

1945.5.7. ドイツ無条件降伏
1945.7.16 ニューメキシコの砂漠で最初の原子爆弾実験
1945.8.6. 広島にウラン型原子爆弾投下！

8.9. 長崎にプルトニウム型原爆投下！

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%BB%E5%83%8F:Albert_Einstein_Head.jpg
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/e0/Nagasakibomb.jpg


13世界における原子力開発の歴史（２）
◆平和利用への努力
1953 国連におけるアイゼンハワー米国大統領の演説

“原子力を平和利用に” (Atoms for Peace)
1955 原子力潜水艦ノーチラス号初航行、

ウエスチングハウス社製加圧水型原子炉採用
1957 国際原子力機関（IAEA)発足、

平和利用の国際協力と核不拡散管理
1957 米国で初の商業用原子力発電炉、シッピングポート

60MW運転、加圧水型原子炉
1959 米国イリノイ州ドレスデンにて沸騰水型原子炉

200MW運転

◆世界各国で商用原子力発電所を続々と建設
1960 フランス、原爆実験、
1964 中国、原爆実験、
1974 インドも原爆実験
1979 米国スリーマイル原子力発電所で

原子炉溶融事故発生、被害者無し
1986 ソ連チェルノブイリ原子力発電所で原子炉暴走、水蒸気爆発

大気圏に放射能放出、消防士など31名死亡、放射能汚染欧
州に拡大

チェルノブイリ事故直後と石棺



14主要国の原子力発電（運転中、建設中）
中）

【出典：ENERGY BALANCES OF OECD COUNTRIES 2002-2003 他】

世界の電力の１６％を原子力で供給⇒2050年までに25％を目標

2019年に中国が日本を
運転基数で追い越した。

現在進捗無し



15

15

◆原子力の研究開発解禁
1954  初の原子力予算２．３５億円認められる。
1956 原子力委員会、日本原子力研究所の設立。

原子力基本法施行「我が国における原子力の研究、
開発及び利用は、厳に平和の目的に限り、安全の
確保を前提」とし、「原子力の利用は、動力としての
利用と放射線の利用を行う。」

1957 研究用原子炉１号機（ＪＲＲ-1)初臨界

この前後より、民間企業大手５社、電力会社９社も
原子力の利用開発活動を開始。 電力は、原子力
振興会社（日本原子力発電株式会社）設立。

JRR-1 (日本初の原子炉)

我が国における原子力開発の歴史（１）

◆原子力発電、原子力船開発開始
1963.10.26： 動力試験炉（ＪＰＤＲ）により我が国

初の原子力発電に成功（原子力の日）
1966：東海１号炉による初の商業発電 (ガス冷却炉)
1963： 海洋観測船“むつ”（6,000トン）建造開始。

1974年出力上昇試験で放射線漏れ。
1985年実験航海を成功。

JPDR（日本初の原子力発電）

原子力船“むつ”



16我が国における原子力開発の歴史（２）

昭和45年8月8日 大阪万博

◆米国の軽水炉技術導入、国産化
ＧＥ社沸騰水型軽水炉（東芝、日立）、Ｗ社加圧水型軽水炉（三菱）
1970 関西電力美浜発電所1号機（加圧水型）、日本原子力
発電敦賀1号機、東京電力福島1号機（沸騰水型）が運転開始
以後、電力９社、日本原子力発電で原子力発電プラントを建設。
これまで約30年間に５７基が建設され、
一時は電力の約３０％を賄った。

◆20世紀末から原子力の動向

1995 動燃「もんじゅ」2次系Nａ漏洩事故発生
1999 JCOウラン燃料工場で臨界事故、2名死亡
2002 東電シュラウド自主点検記録改竄発覚
2004 関電美浜3号復水配管破損、5名死亡

2005 最高裁もんじゅ設置許可無効二審判決破棄
2006 原子力部会、「原子力立国計画」報告
2006 九電玄海3号プルサーマル地元事前了承
2007 東洋町高レベル廃棄物地層処分調査取下げ

2007 中越沖地震発生、東電柏崎刈羽発電所運転停止

2011 東日本大震災に伴い、東電福島第一1～4号機が

水素爆発、炉心溶融事故

東電福島第一原子力発電所事故



17石油危機後に原子力発電所建設推進



18軽水炉の炉型は2種類（BWR,PWR)ある

BWR：沸騰水型軽水炉（Boiling Water Reactor:）:直接サイクル

PWR：加圧水型軽水炉（Pressurized Water Reactor:）:間接サイクル

➢ いずれも低濃縮ウラン（３～５％）を燃料とし、軽水（H2O）を冷却材、減速材、
遮蔽材として使用。主として米国で開発され世界各国で実用化、原子力発電
所の約90％を占める。 残り10％はガス炉、重水炉、液体金属ナトリウム炉な
ど。

➢ PWRのメーカーは三菱重工、電力会社は関西電力、九州電力、四国電力、北
海道電力、日本原電が採用。

➢ BWRのメーカーは日立、東芝、電力会社は東京電力、中部電力、東北電力、
中国電力、北陸電力、日本原電、電源開発が採用。

➢ BWRとPWRのシェアは、国内はほぼ半々だが、世界ではBWRが1/５、PWRが
４/５であり、現在建設中の軽水炉は全てPWRである。
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PWRとBWRの原理と特徴比較

加圧器

制御棒

タービン 発電機

原子炉
圧力容器 冷却材ポンプ

格納容器

復水器

冷水(海水) 

給水ポンプ

循環水ポンプ

蒸気発生器 主蒸気(非放射性)

給水(非放射性)

燃料

冷却系 ：間接サイクル
原子炉内 ：加圧水
タービン側 ：非放射線管理
制御棒挿入 :上部から（緊急時重力落下）

冷却系 ：直接サイクル
原子炉内 ：沸騰水
タービン側 ：放射線管理区域
制御棒挿入 :下部から（緊急時水圧挿入）

原子炉
圧力容器

格納容器

制御棒

水
圧力抑制プール

再循環ポンプ

タービン

復水器

冷却水(海水)

給水ポンプ

循環水ポンプ

主蒸気(放射性)

給水
(放射性)

発電機

燃料

加圧水型軽水炉
PWR：Pressurized Water Reactor

沸騰水型軽水炉
BWR: Boiling Water Reactor

送電網
送電網

炉心で加熱した水を蒸気発生器
に循環して間接に２次系水を加
熱し、発生させた蒸気でタービン
を回し発電

炉心で沸騰させた蒸気で直接に
タービンを回し発電



20

世界の炉型別原子力発電設備容量

加圧水型軽水炉

沸騰水型軽水炉

重水炉

黒鉛減速軽水冷却炉

ガス冷却炉

高速炉

ref.世界の原子力発電開発の動向2018, 原子力産業会議

約90％は軽水炉

PWRが７０％、BWRは１９％

世界に原子力発電所は442基運転中
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“3E＋安全”の同時実現が世界共通の重要目標

エネルギー安定供給
Energy Security

環境保全
Environment Protection

持続的経済発展
E conomic Sustainable  Growth

安全
Safety

エネルギー資源としての要件は３E＋S



22世界のエネルギー資源確認埋蔵量
化石燃料資源には限りがあり、今後のエネルギー消費の増大を考慮すると、
その確保が厳しい。
なお、ウランは使用済み燃料を再処理し得られたプルトニウムを高速増殖炉
により更にプルトニウムが増殖され約3000年分の燃料にすることが出来る。



23日本の電源別発電コスト（円/ｋWh)

廃炉、再処理、
地層処分の費
用も含む。

社会的費用を考慮しても原子力の経済性は優位で、かつ不確実性が少ない。
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電源別発電コスト構成比（モデル試算）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

再処理・廃棄物処分等費用

0%                   20%                40%                60%                 80%               100% 

天然ウラン

水 力

石油火力

天然ガス

石炭火力

原子力

燃料費
資本費

運転維持費

火力発電は燃料費の割合が大きいが、原子力は燃料費はコストの10％以下

電源別発電コスト構成
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【出典：電力中央研究所報告書他】

原子力は火力の1/20～
1/40、太陽光発電の1/2

各エネルギーのＣＯ２排出量比較
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28原子力発電所の内部（PWR）

原子燃料

蒸気発生器

格納容器

制御棒

原子炉



29原子力発電所の構成（PWR)

格納容器

燃料ピット

タービン建屋

原子炉容器

蒸気発生器

蒸気タービン

発電機

加圧器

制御建屋

補助建屋
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32原子炉圧力容器内部の構造（BWR）

日立GEニュークリアHPより



33原子力発電所の構成（ＢWR)
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東北電力
女川原子力発電所
宮城県女川町

中部電力
浜岡原子力発電所

中国電力
島根原子力発電所
島根県松江市

静岡県御前崎市

東京電力
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サプライチェーンは膨大



36福島第一原子力発電所事故
・午後2時46分地震発生、運転中の1，2，3号機は制御棒が燃料に自動挿入
され核分裂反応停止。非常用ディーゼル発電機起動し、非常用炉心冷却系
が作動。
・午後3時27分頃に津波第1波、3時35分頃に第2波が襲来し、1～4号機は被
水。非常用全電源（交流、直流）喪失。炉心冷却不能となり、炉心溶融（1，2，
3号機）、水素発生（1，2，3号機）、格納容器漏洩により原子炉建屋水素爆発
（1，3，4号機）。多くの住民が避難した。



37東電福島第一の原子炉構造

1，3号機は格納容器内の
気体は圧力抑制プールの
水をかいくぐって排気塔か
らベントされた。

２号機はベント出来ず格納
容器フランジ部から漏洩して
直接排気塔から放出された。
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原子力発電の原理と特徴－PWRとBWR

核分裂後の物質（原子核）が時間と共に崩壊し他の物質
に転換する過程で発生する熱。

原子炉停止後も炉心（燃料）冷却を継続する必要がある

1時間後に１％（34,000ｋW)、1日後でも0.4％（14,000ｋW)

何故、核分裂停止後も発熱するのか？Q

①残留熱（崩壊熱）

⚫ 燃料被覆管の主材料であるジルコニウム（Zr)が水（H２
０）と化学反応を起こして、水素（H２）と熱が発生。ジルコ
ニウムの融点は1852℃である。

⚫ Zr+2H20=ZrO2+2H2＋586ｋJ/mol

②ジルコニウム―水反応熱（化学反応）
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1 2
東京電力(株)柏崎刈羽原子力発電所

北陸電力(株)志賀原子力発電所

関西電力(株)美浜発電所

関西電力(株)大飯発電所

中国電力(株)上関原子力発電所

九州電力(株)玄海原子力発電所

東北電力(株)東通原子力発電所 北海道電力(株)泊発電所

東京電力(株)東通原子力発電所

九州電力(株)川内原子力発電所

電源開発(株)大間原子力発電所

東北電力(株)女川原子力発電所

東北電力(株)浪江･小高原子力発電所

東京電力(株)福島第一原子力発電所

東京電力(株)福島第二原子力発電所

日本原子力発電(株)東海第二発電所

中部電力(株)浜岡原子力発電所

四国電力(株)伊方発電所

出力規模

100万kW以上100万kW未満50万kW未満 着工準備中

建設中

運転中
基 数 合計出力(万kW)

運 転 中 54 4884.7

建 設 中 2 275.6

着工準備中 12 1,655.2

合 計 68 6,815.5

1 2 1 2 3

3 4 5

2 3 41

6 7 83 4 51 2

31 2

1 2

1 2

2 3 41 5 6 7

21

2 3 41

31 2

2 3 41

関西電力(株)高浜発電所

3 41 2

中国電力(株)島根原子力発電所

1 2 3

21

1 2 3 4

運転終了：日本原子力発電（株）東海発電所 1998.3.31／中部電力（株）浜岡原子力発電所1、2号機 2009.1.30

6

（商業用・2010年3月末現在）

3

3

出典：資源エネルギー庁「原子力2010」

東日本大震災に遭遇した他の原子力発電所10基は？

14基の内、事故発生は4基

女川：建設時に貞観地震を研究し、敷
地高さを14.8ｍとした。

福島第1-5・6号：空冷DGが運転継
続でき、炉心冷却継続できた。

福島第2：1号は外部電源、2・3・4号

は津波で海水冷却停止したが、モー
ターの緊急手配＆電線仮設により、
炉心冷却再開できた。

東海2号：県の指導により、防潮堤の
増設を終えた直後に大震災発生。

Q
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事故の直接要因

⚫ 不十分であった津波対策
事前に得られていた2つの重要な警鐘を対策に活かせなかった。
（869年貞観三陸沖地震津波、1938年福島県東方沖地震。）

⚫ 不十分であった過酷事故対策
⚫ 2002年以降、過酷事故対策の強化が行われなかった。
⚫ 地震、津波等外的事象起因の過酷事故対策が行われず。
⚫ 2001.9.11米国同時多発テロ後に海外で強化されたテロ対策
が行われなかった。

⚫ 不十分な緊急時対策，事故後対策や種々の緩和・回復策
⚫ 10km以内と想定していた緊急時の避難範囲が不十分。
⚫ オフサイトセンターが地震により使用できなかった。
⚫ ヨウ素の服用指示の連絡が徹底せず、ほとんど服用されず。

「原子力学会事故調最終報告書」より



41事故の背後要因

（１）専門家の自らの役割に関する認識の不足

（２）事業者の安全意識と安全に関する取組の不足

（３）規制当局の安全に対する意識の不足

（４）国際的な取組みや共同作業から謙虚に学ぶ取組みの不足

（５）安全を確保するための人材および組織運営基盤の不足

「原子力学会事故調最終報告書」などより



42事故後の原子力の安全強化対策

１．政府の原子力規制組織を抜本的改革（2012年9月）
「原子力安全・保安院」と「原子力安全委員会」を廃止し、新たに内閣（総理大
臣）からの干渉を受けない独立した組織 「原子力規制委員会」を設置。原子力
規制行政を一元化、専門家多数配置。

２．福島事故の教訓を盛り込み 「新規制基準」を2013年7月制定
非常用電源多重化、多様化、長時間電力供給、過酷事故対策、
低頻度大規模災害（竜巻、火山、大火事）、テロ対策などへの対
処出来るよう安全性を強化。
既設原子力はこの新基準に適合しないと再稼動できない。

３．地震と津波に対しては過去最大を超える規模を「基準地震動」、「基準津波」
活断層検査と耐震解析、防潮堤・機密扉など設置。

４．過酷事故後の放射能放出抑制策
事故時の緊急制御室（免震、放射能対策）を設置、格納容器機能強化、ベント
フィルター設置など

５．周辺自治体の避難計画

等々の安全性強化により、炉心溶融事故の起こる確率、放射能汚染拡大の惧れ
は福島事故以前より格段に減少。



43「新規制基準」を2013年7月制定
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第１層
異常発生
防止

第５層
放射線影
響緩和

第４層
過酷事故
防止

第３層
異常の影
響緩和

第2層
異常拡大
防止

インターロック
（誤操作防止）

止める 冷やす

閉じ込め
る

余裕ある安全設
計（地震対策等）

フェイルセーフ
（安全側へ作動）

異常の検知

原子炉の自
動停止

非常用原子炉
冷却装置

原子炉格納容
器

確率的手法で
潜在的危険
性評価

操作手順と設
備強化で防止
と緩和

オフサイト
センター設
置

合同対策協
議会

屋内避難・
退避

これまでの深層防護（安全審査の対象） 今後はここまで規制対象に

原子炉の冷却に失敗、水素爆発、閉じ込めに失敗 炉心溶融、放射性物質異常放出

（福島第一では）

非常電源、冷却手段・水源の多重化、多様化必
要、

過酷事故後対策、避難計画必要、

深層防護のこれから：3層から5層へ



45事故時住民避難計画

「県防災会議」で審査、承認

「防災計画」 ：自然災害を含め内閣府
「原子力防災対策指針」 ：原子力規制委員会

「原子力防災計画」：県
「避難行動計画」：立地市町村

判断基準；福島第一事故時避難の教訓反映
（線量基準、屋内退避、病院・介護施設等）



46原子力の安全性はどれだけ高まったか？

炉心損傷確率：＜10-4／炉年
格納容器機能喪失確率：＜10-5／炉年
放射能放出量100TBqを超える事故： ＜10-6 ／炉年

（福島事故の1／100以下）

（参考） 生活における身近なリスク
全死亡 1.0×10-2

悪性新生物（がん） 8.0×10-3

交通事故 4.5×10-5

転倒・転落 6.4×10-5



47原発停止の代替のエネルギーは？

◼ 先の震災後原子力発電は全面的に運転停止されており、そ
の代替として火力発電を炊き増し、そのため化石燃料を緊
急輸入して対応している

◼ その結果LNGを主体として2011年度は2.3兆円、2012年度3.1
兆円、2013年度には実に3.6兆円の貴重な外貨が国外流失し
ている

◼ これは１日当たり100億円に相当し、国民一人当たり年間3
万円の負担、ムダ使いになる

◼ その後化石燃料の値下がりの動きもあり、幾分減少してい
るものの現在までに累計40兆円以上の国富が流出している

Q



48東電福島第一の廃炉の全体工程

現時点



49汚染処理水（トリチウム水）問題
１．地下水が原子炉建屋に侵入し汚染、浄化装置で処理水は既に約1１0万トン、
タンク敷地面積は来年末に限界。

２．トリチウムは水素の仲間で3重水素のこと。自然界でも生成、水道水にも含む。

３．トリチウムはβ線を出すが、弱い放射線で人体にも魚にも何ら影響ない。

４．処理水は希釈して海へ放出するのが最も合理的。原子力規制委員会も推奨。

５．原発の通常運転でも海水に放出。猛反対している韓国の重水炉からは福島第
一の約6倍のトリチウムを毎年放出。

６．2020年2月に有識者小委員会は17回の審議の結果、下記を結論として、政府
の最終決定に委ねた。

①原子力施設周辺でトリチウムが原因と考
えられる影響は見つかっていない。
②実績のある水蒸気放出及び海洋放出が
現実的な選択肢である。
③福島県及び近隣県の産業が、安心して
事業を継続することができるよう、徹底的
に風評被害への対策を講じるべきである。

７．2020年10月、政府は海洋放出とし風評被害対策を万全にする方針。



50日本の原子力発電所の現状

24
基
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事業者名
発電所名称
・設備番号

所在地
出 力
（万kW）

運転開始年月 炉型

東北電力

浪江・小高 福島 82.5 
平成33年度

BWR ×
（2021年度）

東通２号 青森 138.5 
平成33年度以降

ABWR
（2021年度以降）

東京電力

福島第一７号 福島 138.0 
平成28年10月

ABWR
（2016年10月）

福島第一８号 福島 138.0 
平成29年10月

ABWR
（2017年10月）

東通１号 青森 138.5 
平成29年3月

ABWR
（2017年3月）

東通２号 青森 138.5 
平成32年度以降

ABWR
（2020年度以降）

中部電力 浜岡６号 静岡 140級
平成32年度以降

ABWR
（2020年度以降）

中国電力

島根３号 島根 137.3 
平成23年12月

ABWR
（2011年12月）

上関１号 山口 137.3 
平成30年度

ABWR
（2018年度）

上関２号 山口 137.3 
平成34年度

ABWR
（2022年度）

九州電力 川内３号 鹿児島 159.0 
平成31年度

APWR
（2019年度）

電源開発 大間原子力 青森 138.3 
平成26年11月

ABWR
（2014年11月）

日本原子力発電

敦賀３号 福井 153.8 
平成28年3月

APWR
（2016年3月）

敦賀４号 福井 153.8 
平成29年3月

APWR
（2017年3月）

合 計 1,930.8万ｋＷ

51

建設は中断、
規制委員会
審査待ち。

他は全く審議
もされてない。
サイトは整地
済みのまま。

建設中3基と新増設計画8基



52震災前、現在、2030年目標の電源構成

2018年策定・第５
次エネルギー
基本計画の目標

達成困難！
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ご清聴ありがとうございました！

12月26日の基調講演ー２では「世界と日本のエネルギー状況と
日本の2050年ベストミックス」についてお話する予定です。


